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19年間貯臓せる大麻種子の発芽及び其植物の生育に就いて
散近藤万太郎・笠原安夫・秋回史郎
1.緒 雷大原農業研質所に於て大.lE15
年産tr::て昭和2年1月より現在昭和20年に到る
迄1伴問、乾蟻剤左手需に密封貯菰せられたる大
麻種子あれ是等の種子は今日向発芽カを有す
るが故に之が発芽試験を行ひ、 Eっその幼植物
を横付けて其後の植物の生育を観察Li'とp。裁
にその発芽カの保持立をに植物の生育朕況を報告
せtとす。
2.貯臓眠験の方法 大麻種子を約2合宛
寒冷沙の袋に入れ3斗入植に貯へたb。その時
大麻の外t亡、裸麦、小麦、胡誰葡、牛芳、葱、
茄子、白菜等他の種子をも併せ同一憾に貯へた
れ (1)それ故大なる踏を用ひたるた!J.，貯殖
方法は4留にして、 (1)錨に種子を袋入のま L
密封、 (2)締K種子主入れ、生石衣7.2kgを分
ちて種子の上部と下部とに如へて密封、 (3)同
じく塩化石b(1.8kg主容器に入れτ種子のよア
に加へて密封及び(4)酸性白土2.2kgを種子の
上下に加へて密封せれ是等4佃の織を倉庫内
tr::貯へ置き、毎年1間取り出して発芽試験をた
して金〈発芽カを失ふ迄貯離するとと~1:.L今
日に到才Lり。勿論、同憾に封入せし他の種手に
つきても同様発芽力主試験したるが裁には只大
麻の種子につきてのみ記述ぜんとす。
3.発芽鼠験の結果 右4貯菰法による大
麻種子の発芽試験の結果は第1表の如L。発芽
試験の方法は、掬器の蔚.2jS-角JlIl.を用ひ焼11較を
入れ水分は砂の容水量の60%とし、各首料1ω
粒宛4JlIl.tr:置床L、400粒を用ふ。千億のウス
プルY溶液に3分間漫レ、温度は20-25度発芽
〆初日数は3ß日とす。光棋につきては明暗両~
としその皿の発芽数の平均を求む。第ー告の示
すが如〈大豆15年に発芽歩合92%の大麻種子を
4種の方法陀於て密封貯殖し;たるに、何れもよ
〈多年発芽カを保持した"0j単に摘に密封した
るのみの書官子も、 169-"~詳の長きに互りて宵若干
%の発芽カを保持せb。生石炭密封纏に於ては
19年後に 0.3% 発芽歩合をたしたる故佐l~タ年
叉は20~年にて金《発芽力を失ふと云ふペL。
酸性白土曜密封は 199-"年貯蔵後尚11"の努茅歩
第1表大麻種子の貯蕪試験と発芽歩合(，の
年 次 |密封 |生石友l酸性白土医師友
大混 16年 92明.60 92勉.0 92九 92% 
昭和 2 年 72.3 92.6 97.3 91.8 
3 年 38.0 86.3 97.3 98.5 
4 年 43.6 48.6 96.8 97.8 
6 &芋 27.0 51.8 96.5 94.5 
8 年 23.5 • 37.5 95.3 93.3 
9 年 ]3.0 19.8 97.0・ 89.0 
1O~ 12.6 3.8 93.5 91.0 
11年 16.3 23.3 93.8 93.8 
12 &i 25.6 92.0 87.8 
13年 7.0 91. 7 94.0 
14 ，年 16.0 0.8 81.0 92.5 
16年 14.8 1.8 71.0 93.5 
16年 14.0 4.5 52.8 81.8 
17年 7.3 2.8 11.5 91.8 
18年 。 1.5 16.0 75.5 
19年 。 3.3 14.5 87.8 
20年 。 0.3 11.<1 68.8 
合を保持せる故に術数年の間発芽カを維持すペ
し。塩化石友と共に密封せしものは19年後に於
て宵63.8%の多数が発芽せり。
右の結果よりせば大麻種子は、之をよく乾燥
して密封すれば実に2昨以上貯離し得るととを
知るなれ而して生石次、酸性白土及温化石友
の3種の聞に差異を来たしたるはその吸水カの
差異tc帰すべきものにして、生石次、酸性白土
もその量を堵じて種子よりの脆水を十分Kすれ
ば塩化石友と同じ効果を来たずペし、元来農業
及図書に用ふる種子は之を乾操剤と共に密封し
置けば永〈発芽カを維持するものにいて、大麻
種子もその例に遣はやと詩ふぺし、大麻種子は
之を袋に入れ置〈時は近藤によれば3年後、謹
〈も7年後にはさを〈努茅カを失ふ。
右大麻種子の貯離と乾燥剤之の関係に就ては
既に近藤(1)が研賓の結巣を発表したるが、又栃
木腕農事試験場則的に於て也、鴛海氏問等が同
様の試験を行ひたり、即ち大麻の種子は採種の
翌年の6月に、発芽歩合92.7.%たるものを査付
c.愚研究集391密集1鍍 37-39買 19叩3 - 37-
プりキ鱒に貯へたるに、同年7月には88%‘12
月には 2.5%、 その翌年3月即ち採種後1年今
後には発芽カ皆無となりたP。之'tc反して生石
友又はアドソールを種子容量の2割5分以上添
加tて密封せる種乎段・ムケ年牟稜も完全fヒ発芽
Lて是縛の種子は新鮮種子と同等の生産カを有
すと云へP。
4.生育館験昭和20年5月12日及び13日
に祭芽試験に於て発芽皿中幼棋を発生せし所謂
発芽粒を採り上げ、圃場にてー孔1'C2粒宛2寸
間隔に播下L-て豹1糎覆土して、業後の生育を
観察したり、その時対照正して前年栃木県草産に
て勢芽歩合94.5%1.'1:る新しき大麻種子の発芽粒
をも閉じぐ播下せれ
対照とぜし新種子は播種3目後、酸性白土と
共陀て貯〈し古種子は4日後塩化右京貯蔵種子
は6日後にそれぞれ子棄を地表に表はしたり。
然る厚生石友貯蔵種子は僅かに4粒発根をたし
たる故是等4粒を播種したるに全部子葉を地主
に表はさざbき。立によって是等の古き種子は
発芽カあるふモぬ括カ衰(て発芽後の生育が
遁るるが如きを語、む。
業後t亡於りる植物め成長を観察し売るに、茎
の伸長は第2表の示すが如《対照区が最も良好
第 2表大麻の
子が発芽する時はXji棋が僚かに出でしのみにて
伸長せでや褐色I'C~避す芯るものあり。
5.開花亙性比貯菰種子区は対照種子区
I'!:比して開花が極めて早〈、酸性白土底は7月
28日、塩化石友区は7月初日に推株の約 1/3が
開花したれ之に対して対照区は開花が嘩荷遅
れたり。試験の都合にまってその開花を待た守
して刈取りたるが当地方の従来の大麻開花期は
8足下旬乃至9月上旬なる設に、貯離種子は1
3ト月早〈開花したりと云ふペし。
大麻は雌雄異株にして、雄株と雌株との出現
割合は従来の研究倒的によれば第3表の如し。
第3表大麻の雌雄株の比
研 ヲE 株
近藤 100 112 
HeJer 100 116 
BriOBi 100 114.5 
Fiocher 1∞ 154 
naln 100 123--194 
第3衰の示すが如〈雄株よりも雌株が1割、時
に2割或はそれ以上多く発生するものなり。撚
る俗、まま・に19年間貯蔵せL種子より発生せL雌
生育・献況
耳聖女の伸長歎況 |ヤ用 31日紋穫時
区 |餅歩合ト一一-j I I~I 
5月24日15j 28日16月刊16月1州8月別17月附|草丈|玄の米le聞の長
I cm I cm I cm. 1 (:tn r cQl r eru I aoミ 1 dftl 
標準I94-.-5 I 4.1 I - I 29.9 I 54.9 I 94-.5 I 183.1 I 220.1 I 11.8 I 22.0 
僅化石友I63.11 ~ー I 2.5 I 6.6 I 18.2 Iめ.1 I 110.5 I 131.6 I 11.0 I 13，6 
俊性白上I11.1 I ].6 I ー I9.6 I 1.9.9 I 54.5 I 104-.3 I 120.1 I ]0.3 I 12.2 
忙して、酸性白土並に塩化石dt(と共I't貯ベし種 雄株の割合を見るに、個体数極めて少き故に確
乎より生ぜL植物は伸長劣れり。又7月31目の 曾するとと能はぎれど、酸性白土区に於τ雄徐
牧種時には革支のみならや、地と却揮に於ける 日本tc:対し雌株12本、複化肩1J(区に於℃は雄株
茎の木き、及ぴ下より第2節E第3節との閉め 24本に対して雌株22本にして、英雄に対する雌
f墜さを測定したる降、対照区の植物が草丈は高 の比依前者にτほ100:曲、後者にては 100:昭
〈、塞の京さか吠であり節聞の長きととを見た にレて雌株が却ワ℃少くして、既知の事実と正
れ而して発芽試験陀於て発芽歩合め大なるも 反対なり。若L、此事実が民主主りd:すれば、多
の程、もの後の生育も良好君主るを認む。依て3て 年貯購中陀生気を失ふものは雌性の種子に於て
大麻種子は新鮮にLて発芽歩合大なる種子を播 大主主りと去ふペし。
.ナペ〈、古種子となりて発芽歩合を大ひに減 6.考 察 犬廊。種子は、之を袋に入れ
少せLものは、たとひ発芽するも活カ表(居る て室内に貯へ置く時は採種の翌年t亡は94~臼99%
設に植物の生育は良好ならす吃云ふベし。古種 (1)は発芽すホLど2年闘にたれば急:に発芽力事と失
<~ -~ー
ふものにして、実用的貯藩年限は1!r年比趨ぎ
ぎるなり。然るに、之を乾悔剤共に密封L置く
時は、前記実験によって92%以上の発芽歩合を
有す.c段、生宥.lJ(にで2ヶ年、酸性白土陀て11
今年、塩化宥Z更にでlH-年たるを見たり。勿論
年限もその乾燥剤を多ぐして、情よぐ種子を乾
操し、且つ冷所に貯ふる時は、一屠その年限を
長てするととを得る完t!J。農業及園事『亡用ふる
種手は之をよく乾燥して密封L冷所~貯癒すれ
ば著じてその有数年限を士宮すものなるが、此実
験もその実例と去点、ペし。
言たに古種子の植物生育朕況陀つきでは、その
種子がたとひ発芽力を有するも貯蔵中に活力が
衰へ特に根端が十分主主る伸長をなし得ぎるが如
き場合には植物の生育は極めて劣るものたり。
此大麻の試験に於ても之を認め、 19年貯蕪後に
は全体に発芽カを大ピ失ひたる故t亡、 7是正び発
芽するもその幼植物の活力は極めて衰へ、需め
に植物の成長が新鮮種子の植物に比して劣るを
認めた b。依って発芽歩合の減少せる試料に於
ては、たとひ若干の種子が発茅すると雌も実用
に供するとと能はやと云ふぺし。宜しく新鮮に
して生気旺盛なる種子を使府す司ベし。されE第
1 表に於て見る如〈酸性白土区はll~年、塩化
石次区は14?-年後も術92%以上の発茅カをと有 F
る故t亡、かミの如き種子は生無旺盛にして、そ
の植物はよ〈生育し、実用l'C差支なしと見ミS:ベ
し。栃木県系農事試験場(めの試験によれば塩化石
友と共に貯離せし大麻種子は2&-年後もその生
産が新鮮種子に劣らざるととを官、めたりと云ふ
是迄古種子の生産力の可否につき意見区k なる
は暴寛発芽種子の生気旺盛なりや否ゃによって
異る結果を来たせるなり。
要之大麻種子を乾燥剤と共に貯蔵すれば19年
に亘りて発芽カを保持するととを得ペし。され
ど発芽カあるも活力表ふる時はその実用的債値
なし。而して乾燥を十分tとすれば10年余に亘 P
て発芽歩合を92%以上院保つが故侭是等の貯離
古種子は勿論実用的僚値あり え見る吊し。
ヲえは開花が早くなるととを認めたるが生育旺
盛ならざる故に早〈開花して一生を終らんとす
るものと云ふペし。向雌株が雄株に比して著し
〈少きが如きを見たるは貯蔵中に雌性種子の発
主Fカが早ぞ失はるものと言ふべきか@後日の研
究を待つベし。
7.摘要
1. 大E ・ 5~三より昭和 20年産 19年間乾爆剤 2と共
に密封貯蔵せられたる大麻種子あれよって
その種子の発芽並に植物の生育の欣況を試験
せP。
2.乾煉剤とLて生石炭、塩化右友及び酸性白
土を用ひ、憾の中に種子と共に入れて密封せ
り。尚比較の矯め纏に乾燥剤を加へぎる区を
設け売り。
3. 19ヶ年後の発芽歩合は生石茨区0.3%、酸性
白土区11.0%、塩化石衣区63.8%t亡て、乾燥
剤を加ふれば20年以上発芽カを保持し得~を
知るたb。
4.か〈の如き古き種子は発芽カあるも活力義
へ居る放に植物の生育は謹るるを認めたり。
されど酸性白土区にて11ヶ年、塩化石:!R.区に
て14ヶ年後にも9?-94%の発芽刀を有せる故
に是等の'古種子は査し実用的慣値あ bと見る
のξし。
5.大麻の古種子悼平〈開花したP。而して生
育せし植物には雌株が雄株より著し〈少し。
之れ新鮮なる大麻種子の雌雄株比とは反対な
るは注意す〈し e
q.要之、大臓種子ほ新鮮ーにして生気旺盛なる
種子を用ふベq、責ぞしτ大花発芽さ炉合を減
少せる撞ヂは、た乏ひ若干発芽カあるも用ふ
べからや。されE乾場剤と共に密封していた
矯めに新鮮種事Itc劣らぎる発芽歩合を有せる
種子ほ実用慣憧あり正見t可主主るペし。
7.右の鯖損罪士独P大麻種子のみならすヘ一般
.農業及園事に崩ふる種子にも適用され得ペし
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